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【論文内容の要旨】 
本論文は、戦前から戦後における台湾で詠まれた日本語俳句に関する文化史的・社会史
的研究である。戦前に台湾に移住した日本人の俳句結社の動向、日本とは季節感の異なる
台湾での季語の問題、また台湾植民地化以降の日本文化の導入から生まれた台湾人の日本
語俳句の特色が考察される。そして、日本の敗戦後、台湾を支配した国民党政府による日
本語使用禁止の状況において、台湾人が俳句結社を設立し、日本語俳句を詠み続けた経緯
を政治的・社会的な背景から分析するとともに、台湾において台湾独自の歳時記が生み出
された背景や要因を文化史的な視点から分析し考察している。 
序章では、本論文の目的として、1972年に設立された「台北俳句会」の「政治に関わら
ない」という姿勢を一貫したテーマとして掲げ、それに関して台湾の政治的文化的な背景
を踏まえて、台湾人の俳句の歴史を台湾統治期から現在にいたるまでを対象として明らか
にすることをあげる。 
第一章では、日本の台湾統治以降、台湾に移住した日本人の俳句結社の興亡、俳句を詠
む上での台湾における季語の問題などについて考察される。台湾では100社にも及ぶ俳句
結社が設立され、それが台湾開発、鉄道沿線の拡張とともに、職場の移動・転勤と並行し
ていることを指摘する。「内地」の気候・風土と異なった台湾では、季語の問題が起こり、
小林里平が『台湾歳時記』を編集し、数は少ないが、台湾の文化・風土を詠み込む俳句が
作られていったことを明らかにしている。 
第二章から第五章にかけては、1945年以降、台湾を支配した国民党政府が日本語の使用を
禁止した状況下、台湾人が独自に俳句結社「台北俳句会」を設立し、日本語俳句を詠み続け
た経緯を政治的・社会的な背景から分析し、台湾において戦前に日本人が編集した歳時記と
は異なった、台湾独自の歳時記が生み出された背景や要因を文化史的な視点から探究する。
「台北俳句会」を1972年に設立した黄霊芝は、国民党政府が発行した『軍民導報』という日
文新聞のコラム欄に俳句を投稿し、句作活動を開始し、やがて俳句結社を創設するにいたる。
日本の敗戦後には、台湾では戒厳令が敷かれ、日本語使用が禁止されるなかで、戦前・戦中
に日本語教育を受けた人たちによって、今日にいたるまで日本語俳句が詠まれている。この
日本語の使用禁止の状況のもとでは、日本語俳句の結社・句作は政治的に危険性をともなっ
 ていたことを会員に対する聞き取り調査などに基づいて明らかにし、黄霊芝によって『台湾
歳時記』が著わされ、台湾独自の俳句が作られていった文化的意義に関して考察されている。
そして、台湾からアメリカ合衆国に帰化し、カリフォルニアに住み、「台北俳句会」の会員
になって句作し、台湾独立運動をしている、張継昭（Andy Chang）を取り上げる。張は台湾
とアメリカ合衆国の間にありながら、日本語俳句を詠み続けている特異な人物であり、その
俳句には政治的なものはなく、「台北俳句会」の政治には関わらないという方針を遵守する
一方で、台湾独立運動をしている。そこに、台湾における日本語俳句また「台北俳句会」の
周縁的な位置、また台湾の国際的関係における周縁的な位置という二重の周縁性があること
を指摘する。 
 
【論文審査の結果の要旨】 
本論文は、戦前から現在にいたる、台湾における日本語俳句・俳句結社に関する文化史的
・社会史的研究であり、1972年に設立された「台北俳句会」の活動を「政治に関わらない」
という論点から探っていくことが中心となるテーマとして挙げられている。また、台湾にお
いて俳句を詠む際に絶えずつきまとう季語の問題について論じられている点を特色として挙
げることができる。台湾在住の日本人が1897年創刊の間もない『ホトトギス』に投句して以
降、100に近い俳句結社が設立されている。台湾人の俳句が『ホトトギス』に載るのは1928年
であり、昭和初期からの俳句結社の動向や台湾人の参加が、『ホトトギス』の「地方俳句
界」や「雑詠」、台湾刊行の俳誌『相思樹』『緑珊瑚』など、『台湾日日新聞』の「文芸
欄」「日日俳壇」や雑誌の俳句欄から探られるとともに、日本語教育における俳句と句作に
ついて検討され、台湾人の日本語俳句の歴史が考察されるところは評価できる。また、台湾
人の日本語俳句を分析して、「政治に関わらない」という暗黙の共通認識にもかかわらず、
政治的事件を詠み込んだ俳句を探し出し、そこに「台北俳句会」が台湾社会において周縁性
という位置にあるがゆえに、政府に対する抵抗の意思を読み取っているところはすぐれた点
である。 
本論文では、小林里平の『台湾歳時記』（1910年）と黄霊芝の『台湾俳句歳時記』（2003
年）を比較することを課題としているが、十分比較・考察しているとは言えない。『台湾歳
時記』と『台湾俳句歳時記』とで、同じ季語がどのように説明されているか、その違いはど
うか、いくつかの季語またその説明、例句を分析することによって、両書の特徴を浮き彫り
にすることができたはずである。また、「台北俳句会」の設立者で、本論文の中心となる黄
霊芝に関して、時代的な背景に基づいて、さらに掘り下げて究明する必要があるとともに、
その俳句を丁寧に分析し考察すべきである。 
黄は2005年の論文「台湾の俳句」で「台湾という一つの社会の中での私たちの日文俳句の
会が、外来者であることは間違いなく、それへの擯斥を私は懸念していたが、案外に荘子の
いうがごとく、使いみちのない雑木なればこそ伐られずに済み」と記しているが、このよう
に認識するにいたったのはいつ頃からか、「台北俳句会」の「政治に関わらない」という姿
勢との関連で、歴史的なプロセスを踏まえて検討する必要がある。だが、こうした残された
課題はもとより本論文の意義を損なうものではなく、今後の研究を深化させていくうえでの
課題と考えられるべきものである。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいもの
であると認定する。 
